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18　町政懇談会日程　

　 

今月の表紙

加悦谷祭
（4 月 24 日撮影）
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①神社での神楽舞（与謝）

②笹ばやしが奉納される（石川 大命神社）

③子どもたちによる太刀振り奉納（温江）

④神楽奉納（奥滝）

⑤練習の成果を見せた子ども（後野）

⑥神社へ向かう祭礼の列（滝）

⑦大宮神社へ屋台を引く（石川）　　

⑧力強く神輿を担ぐ男たち（加悦・算所）

加悦谷祭4/23・24

多彩な祭でまちが盛り上がる

　与謝野町内各地で春の例祭である加悦谷祭、岩滝祭、
三河内曳山祭が行われました。
　各祭には、地区ごとに個性のある祭があり、華やかな
衣装、力強く迫力のある神輿巡行、きれいな笛の音色な
ど各地区とも活気で満ちていました。
　みなさん祭に向けて日々練習・準備をされ、その成果
を十分に発揮し各地域とも素晴らしい祭となりました。

与謝野の 3大祭
特  集

⑨阿知江神社で神楽奉納（岩屋）　　

⑩声援を送る子どもたち（四辻）

⑪二宮神社で神楽奉納（加悦奥）　

⑫弥刀神社へ音楽を奏でて巡行（上山田）

⑬太刀振りによる跳躍を披露する青年（下山田）

⑭神輿を担ぎ神社へ（金屋）　

⑮かまど清めを行う（香河）

⑯神楽舞と笛（明石）

⑰神輿を担ぎ階段を下る（幾地）

⑪⑫

⑬

⑭⑮

⑯

⑩

⑨

⑰

①②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



①板列八幡神社から長い階段を通り神輿を担ぎ出す（男山）

②木積神社の笹ばやし（石田）

③子どもたちによる太刀振り奉納（石田）

④子ども祭囃子の披露

⑤太鼓屋台を引く子どもたち

⑥子どもによる神楽舞（岩滝連合）　

⑦城山から神輿を担ぎ出す男たち（弓木）

⑧役場庁舎前まで神輿をはこぶ（岩滝連合）　

⑨的をねらって弓を引く（男山）

迫力のある神輿でまちが活気付く

4 ／ 30・５／１岩滝祭

①町主の掛け声で山屋台が動き出す

②色鮮やかな見送り幕

③屋台上で皆を鼓舞する

④きれいな音色で祭を盛り上げる

⑤倭文神社前の道角で山屋台回転の様子

⑥大声で神を呼ぶ「神招ぎ」の儀の様子

⑦倭文神社での神楽奉納

⑧華やかな屋台が連なる

５/ ３・４三河内曳山祭
色鮮やかな山屋台でまちが華やぐ

①②

③④⑤

⑥

⑦

⑧

①

②③

④

⑤⑥⑦

⑧⑨
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A L T リレーコラム  ［ 第 61 回  バルバドス人の日本での冒険  byナターシャ］ COLUMN 図書館へ行こう！	 	 BOOKS

『子育てハッピーアドバイス
　　　　笑顔いっぱい食育の巻』
	松成容子・明橋大二／１万年堂出版
子育てに悩む保護者のバイブル的シリーズの
１冊。毎日の食事を一生懸命用意しても、な
かなか食べてくれない子どもたちへの悩みを
軽くするちょっとした工夫やお料理が楽しく
なるレシピまで、うれしいアドバイスが満載
です。

『給食のおにいさん』
	遠藤彩見／幻冬舎
一流の料理の腕を持ちながら、給食調理員
として働くことになった主人公。子ども嫌
いな彼が保健室登校や肥満児、モンスター
ペアレントといった問題にどう立ち向かう
のか？主人公の成長ストーリーはもちろん、
子ども相手の給食だからこその苦労や工夫
などもともに味わってください。

６月は食育月間 　私たち人間の体の元になるのは食べ物です。豊かで健康な毎日を過ごすために食
生活を見直してみませんか？

『栄養素キャラクター図鑑』
	田中明・浦池桂子・いとうみつる／日本図書センター

身体にとって大切な栄養素。でも覚えるのは
なかなか難しそう・・・でもかわいいキャラ
クターなら覚える手助けになるかも。主要
な栄養素 37 種類をその特性を生かした姿に
キャラクター化して、栄養素同士の関係性ま
で詳細に記した、大人も子どもも一緒に楽し
める図鑑です。

『好きになる栄養学』
	麻見直美・原典子／講談社　
身体に気をつけた食事って実際にどうした
ら良いでしょう？この本では、とある家族
を想定しながら、栄養学についてイラスト
とともに分かりやすく解説。「何をどれだ
け食べれば？」を献立作成から栄養素、年
代別やスポーツに関する食生活までサポー
トしてくれます。

『からだにやさしい
　　ヘルシースイーツ　全４巻』
	宮沢うらら／汐文社	

お菓子を食べるのは身体に悪い？でも、この
本では、野菜や豆乳などカラダにやさしい素
材で、カロリー控えめなもの、また小麦粉や
卵・牛乳を使わなくてもステキなスイーツが
作れるレシピを紹介。写真で手順を説明して
いるので、小学生でもチャレンジできます。

『やきざかなののろい』
	塚本やすし／ポプラ社　
やきざかなのきらいな “ぼく”。今日の夕
食にやきざかなが出たので、食べ散らかし
て、食べたふりをしたら、なんとその夜か
ら・・・。ちょっと怖そうなタッチのイラ
ストとユーモアあふれる語り口ながら、「い
のちをいただく」ことの大切さを伝えた絵
本。

も離れていて、渡航には多額の費用
がかかるため、バルバドス人はあま
り日本を訪れません。実際、空港の
入国審査官はバルバドスのことを知
らなかったので、彼女は入国審査を
通過するのに２時間かかりました。 
　大変な旅だったので私たちは空
港で出会えたとき、とても喜び合
いました。私たちは綿密な旅行計
画を立てており、彼女にたくさ
ん日本のことを紹介して日本を楽
しんでもらおうと思っていました。 

とき、彼女を調べた入国審査官が彼女を追いかけて帽子を
届けてくれました。トラブル続きの旅のなかで、このよう
な親切は特に印象深く嬉しい思い出として残ると思います。 
　多くのことがうまくいかなかったのに、彼女が日本を好
きになってくれて幸せです。バルバドスから日本へは簡単
に来ることはできませんが、彼女の中で今回の日本での冒
険は大切な思い出として残り続けると思います。

今 年の4月、バルバドスに住んでいる従妹の「パト
リース」が私を訪ねて日本にやって来ました。彼

女は日本を訪れるのは初めてで、私たちは一緒に日本を旅
行することを楽しみにしていました。彼女は金曜日にバル
バドスを出発し、ニューヨークとドバイを経由し、日曜日
の夜に関西国際空港に到着しました。日本へ来るには船と
飛行機を使って２日かかります。バルバドスと日本はとて

私とパトリースは日本料理を楽しみました（左が筆者）

　しかし、旅行中は多くのことがうまくいきませんでし
た。彼女は食物アレルギーを多く持っているため、あまり
日本食を食べることができません。与謝野町に来る途中で
は彼女は携帯電話を失くし、富士山に登ったときは霧が出
て、頂上からは雲しか見えませんでした。また日本の春は
彼女が思っていたより寒く、ひどい風邪をひいてしまいま
した。最後に、帰るときには飛行機に遅れてしまいました。 
 

　そのため彼女が帰国した後、私は多くの悪いことが起き
たことで、彼女がこの旅行を後悔しているのではないかと
心配しました。しかし、私の心配は取り越し苦労に終わ
りました。彼女に今回のことを尋ねると、「日本での体験
は忘れられないものです」と言いました。彼女は日本をと
ても美しい国だと感じ、特に天橋立の美しさに感動してい
ました。奈良では鹿と遊び、東大寺を見学し、京都では祇

園で茶道を体験しました。また、イ
ワシ、天ぷら、ちりめんじゃこな
ど、新しく好きな日本食を見つけま
した。なかでも彼女が最も感動した
のは、日本人の「おもてなし」の心
です。彼女は行く先々で温かい心を
感じる「おもてなし」を受けました。

「おもてなし」とは相手に喜んでも
らおうとするサービスの心だけでは
なく、相手のことを自分のことのよ
うに心配し、思いやる気持ちだと思
います。空港で彼女が帽子を忘れた

時の贈り物 ［ 第 85 回　「土壁」古民家にみる意匠と機能 ]	 まちの文化財
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な
っ
た
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す
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だ
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球

環
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さ
ら
に
、
伝
統
軸
組
構
法
の

古
民
家
は
、
構
造
材
が
変
形
を

し
な
が
ら
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強
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地
震
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え
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落
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落
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収
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を
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木
や
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で
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つ
く
り
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下
塗
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り
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塗
り

と
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を
か
け
て
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げ
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れ
る
土
壁
、
知
れ
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す
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与
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育
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会
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で
す
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物

に
も
使
わ
れ
ま
す
し
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与
謝
野

町
内
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も
古
民
家
に
か
か
わ
ら

ず
多
く
見
ら
れ
ま
す
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気
に
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か
け
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く
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景
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に
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け
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で
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ま
す
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や
質
感
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仕
上
げ
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か
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れ
ま
す
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。
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、
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。 

　
ま
た
、
土
壁
に
は
室
内
の
温

度
や
湿
度
を
調
整
す
る
機
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が

あ
り
、
住
環
境
を
快
適
に
保

ち
ま
す
。
耐
火
性
能
も
あ
る

の
で
、
紙
や
布
、
漆
器
な
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も
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し
、
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は
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で
覆
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し

た
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天
然
素
材
で
あ
り
、
不
要

土壁がある町並み

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『北近畿の弥生王墓・大風呂南墳墓』肥後 弘幸／新泉社
●『「モラル・ハラスメント」のすべて』本田 りえ／講談社　●『座っ
てできる！シニアヨガ』山田 いずみ／講談社　●『白いシャツを一

枚、縫ってみませんか？』伊藤 まさこ／筑摩書房　●『地域産業とネッ
トワーク』松岡 憲司／新評論　●『おいしくできる！トマト』ＮＨＫ出版／ＮＨＫ出
版　●『原節子の真実』石井 妙子／新潮社　●『ままならないから私とあなた』朝井 リョ
ウ／文藝春秋　●『ツバキ文具店』小川 糸／幻冬舎　●『大きな鳥にさらわれないよう』
川上 弘美／講談社　●『この日のために 全２巻』幸田 真音／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　●『こ
れからを生きるあなたに伝えたいこと』瀬戸内 寂聴／マガジンハウス　●『イヤシノ
ウタ』吉本 ばなな／新潮社　　　　　●『ざしきわらしのおとちゃん』飯野 
和好／小学館　●『かばのさら・ばらのかさ』石津 ちひろ／ポプラ社　●『はがぬ
けたよ』安江 リエ／福音館書店　●『ぼくのおばあちゃんはキックボクサー』ねじめ 
正一／くもん出版　●『このあとどうしちゃおう』ヨシタケ シンスケ／ブロンズ新社   
●『ことりのおそうしき』マーガレット・ワイズ・ブラウン／あすなろ書房　●『ア
リとくらすむし』島田 たく／ポプラ社　●『図解絵本工事現場』モリナガ ヨウ／ポ
プラ社　●『自転車ものがたり』高頭 祥八／福音館書店

今月の
新着図書

　図書館おはなし会
[ 野田川 ] 6 月 18 日（土）
 （紙芝居の日）
 7 月 2 日（土）午後２時～
 （マザーグースによる七夕おはなし会）

[ 本　館 ] ７月２日（土）午後 3 時 30 分～
 本と遊ぼう全国訪問おはなし隊
 （キャラバンカー見学＆おはなし会）

[ 加　悦 ] 7 月 9 日（土）午前 10 時 30 分～

Info

児童書
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ご寄付いただきありがとうございます　
　岩屋小学校の閉校に伴い、岩屋小学校 PTA 様よりバスケットゴールを寄贈いただきました。
大切に使わせていただきます。

ご寄付いただきありがとうございます　
　4 月 27 日に弓木在住の小谷栄一様から、亡父の供養また与謝野町の発展のため金 100,000 円を寄附いただきました。
ありがとうございました。

　

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
の

２
日
目
で
は
、
参
加
者
は
バ
ス
で
与

謝
野
町
内
を
視
察
す
る
行
程
と
し
て
、

滝
の
ツ
バ
キ
、
椿
文
化
資
料
館
、
日

本
の
ツ
バ
キ
園
を
見
学
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
、

ち
り
め
ん
街
道
、
加
悦
Ｓ
Ｌ
広
場
／

道
の
駅
を
見
学
し
ま
し
た
。
本
号
で

は
そ
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

滝
の
ツ
バ
キ
周
辺
に
て

　
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
は
、
樹
齢
千
年
と

も
い
わ
れ
る
巨
樹
で
あ
り
、愛
称
「
千

年
椿
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
多
く
は
、
こ
の
「
千
年
椿
」
を

見
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
町
で
は
、
京
都

千
年
ツ
バ
キ
の
里
支
部
や
滝
の
ツ
バ

キ
保
存
会
・
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
も
て
な
し
と
、
地
元

住
民
に
よ
り
絵
地
図
を
活
用
し
て
案

内
ガ
イ
ド
が
滝
の
ツ
バ
キ
公
園
ま
で

の
道
中
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
悠

久
の
時
を
刻
ん
だ
椿
の
存
在
感
、
椿

が
あ
る
山
里
の
神
聖
な
空
間
に
参
加

者
は
と
て
も
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
感
想
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。

▼ 

て
い
ね
い
な
対
応
で
楽
し
い
、
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▼ 

10
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
来
る
事

が
出
来
ま
し
た
。「
千
年
椿
」
素
晴

ら
し
い
姿
で
し
た
。

▼ 

地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
も
て
な
し

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
千
年
椿
を
大
切
に
お
守
り
く
だ

さ
い
。

▼ 

千
年
椿
は
日
本
の
宝
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
温
か
さ
が
振
興
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
よ
う
に
。

▼ 

歓
待
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
の
ふ
る
里
、
千
年
を
超
え
て
。

ち
り
め
ん
街
道
に
て

　

ち
り
め
ん
街
道
で
は
、
街
道
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
立
ち
寄
り
処

が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
と
の
賑
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
街

道
の
皆
さ
ん
に
よ
る
着
物
姿
で
の
振

舞
い
や
、
旧
尾
藤
家
住
宅
の
見
学
、

お
土
産
販
売
、
カ
フ
ェ
、
展
示
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
、
参
加
者

は
織
物
の
ま
ち
を
体
感
さ
れ
る
と
と

も
に
街
道
の
皆
さ
ん
と
交
流
さ
れ
ま

し
た
。

加
悦
Ｓ
Ｌ
広
場
／

 

道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
に
て

　

加
悦
Ｓ
Ｌ
広
場
で
は
、
当
時
の
切

符
を
思
わ
せ
る
入
場
券
を
手
に
さ
れ
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
１
２
３
号

機
関
車
」
の
説
明
を
は
じ
め
、
園
内

を
楽
し
く
散
策
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
で
は
、

与
謝
野
町
の
特
産
品
を
お
土
産
に
購

入
す
る
参
加
者
が
列
を
な
し
て
い
ま

し
た
。

2 日目

報告

●初夏の加悦鉄道まつり

懐かしのキハ 101 型
5 月 3 日、4 日に加悦 SL 広場で「初夏の加悦鉄道

まつり」が開催されました。多くの親子連れや鉄道ファ
ンで会場はにぎわいをみせました。両日とも NPO 法
人「加悦鉄道保存会」が 2004 年に復元した、かつて
町内（加悦谷）を走っていた加悦鉄道の「キハ 101」
の体験乗車会が行なわれました。今では珍しい木製

の床、オレンジと白のツート
ンカラーのレトロな車両の乗
り心地に子どもたちは歓声を
上げるとともに、往年からの
鉄道ファンもその姿を懐かし
んでいました。ほかにもペー
パークラフトによる車両作成
を体験するブースなども設け
られ鉄道ファン以外も楽しめ
るイベントになりました。

●緑のカーテンの作り方講習会

室内を涼しくする緑のカーテン
５月８日によさの百年の暮らし委員会（愛称 : みらいふ）

と中央公民館の共催で緑のカーテン講習会を開催しました。
みらいふの委員が講師となり、参加者と緑のカーテン

の効果や作り方について勉強
しました。みらいふでは、与
謝野町に緑のカーテンの輪が
広がることを目指して、緑の
カーテンコンテストを実施し
ます。
応募対象　　与謝野町内の個人または団体
応募部門　　①家庭部門　②事業所部門（学校や施設を含む）
応募締切　　平成 28 年 8 月 31 日（水）
表　　彰　　応募者の中から、各部門の優秀作品を表彰（副賞を進呈）
応募方法　　応募用紙に必要事項を記入し、写真を添付の上、与謝野町役場

野田川庁舎・住民環境課まで提出してください。（応募作品は
返却しません。）

そ の 他 　　詳しくはホームページ又は住民環境課 ( ℡ 43-9030) まで

●阿蘇海一周マラソン

大会記録を大幅に更新！
5 月 7 日に阿蘇海一周マラソンが開催され、宮津市、

伊根町、与謝野町から、男女合わせて 18 チームが参
加しました。与謝野町からは加悦中学校、江陽中学校、
橋立中学校が出場し、加悦中学校Ａチーム 2 区の小

こ
牧
まき

波
は

亜
あ

斗
と

さん、3 区の谷
たにぐちはるのぶ

口晴信さんが区間記録を更新す
るとともに、男子Ａチームはチームタイムでも大会記
録を更新するなど、白熱したレース展開となりました。

町内から出場したチームの
大会結果は次のとおりです。

【総合男子の部】
 1 位 橋立中学校
 2 位 加悦中学校
 3 位 江陽中学校

【女子の部】
 1 位 江陽中学校
 4 位 橋立中学校
 5 位 加悦中学校

●シーサイドサロンあそ

テーマは生きるためのシルク
シルク生地を使った洋服のファッションショー「シーサ

イドサロンあそファッションショー」が４月 23 日、阿蘇
シーサイドパークで開催されました。

このショーを開催したのは、昨年８月に結成された裁
縫グループの「コ・クチュール（代表山添千種氏）」の皆
さんで、子育て中の 30 代女性を中心に構成されています。
町内産のシルク生地で洋服を手作
りし、上質なシルクと共にある暮
らしを提案していきたいとの思い
から、講師の指導を受け洋服づく
りに取り組んできました。

会場では岩滝長寿会の協力のも
と子どもからお年寄りまでの約
30 人がランウェイを歩き、集まっ
た観客らは洋服を身にまとったモ
デルたちに歓声を上げていました。

滝のツバキまでの山道

参加者へちりめん街道を紹介

第 26 回 滝の千年ツバキまつり

　椿サミット与謝野大会の翌週に、滝のツバキ保存会を中心に地元の方々
による「滝の千年ツバキまつり」が行われました。直前まで風雨でしたが
、まつりが始まると晴天に恵まれ、約 350 人の来場者で賑わいました。旧
大田和集落の名残をたどる「ウォーキングスタンプラリー」では、古道を辿
り宝塔さんや水力発電所跡を見学することで、昭和 40 年代まで続いていた
旧大田和集落の暮らしの様子を知る機会になりました。千年椿の里　旧大田和集落の絵地図

椿文化資料館特別展「椿の里から」　

　椿サミット与謝野大会の開催を記念して、3 月 18 日から 5 月 5 日まで
椿文化資料館で特別展「椿の里から」が開催されました。特別展では、旧
大田和集落で生活されていた人々が実際に使用していた椿の油搾り機や着
物などの生活品や同集落出身の小

こ
西
にし

豊
ゆた

子
こ

さん ( 現：滝地区在住 ) 所有の貴
重な雛人形が展示されました。当時の写真やパネルとあわせて椿の周辺で
の生活ぶりが紹介されました。「椿の里から」展示の様子
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小林祐梨子さん

スタート直後の様子

町 政  News & Information町 政  News & Information

問 住民環境課 ☎ 43-9030

（仮称）宮津与謝広域ごみ処理施設事業者を決定しました
問 社会教育課 ☎ 43-9026

大江山登山マラソン参加者募集中！
第11回よさの大江山登山マラソン大会

種　目
年齢別部門 スタート

時刻 参加料
男 女

大江山縦走コース
23.5 ㎞

1 部（高校生以上 39 歳以下） 4 部（高校生以上 39 歳以下）
10：00 4,000 円2 部（40 歳以上 49 歳以下） 5 部（40 歳以上）

3 部（50 歳以上）

ちりめん街道コース
10 ㎞

6 部（中学生以上 39 歳以下） 8 部（中学生以上 39 歳以下）
10：15

3,000 円
中学生

2,000 円7 部（40 歳以上） 9 部（40 歳以上）
チャレンジコース 3.5 ㎞ 小学生以上の男女 10：20 1,000 円

今
年
も
開
催
し
ま
す

　

今
年
も
２
０
０
８
年

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

５
０
０
０
ｍ
に
出
場
さ
れ

た
「
小こ

林ば
や
し

祐ゆ

梨り

子こ

」
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
９
月
18

日
（
日
）
大
江
山
運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
、
高
低
差
８
０
０
ｍ

の
よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
（
23・５
ｋ
ｍ
の
部
）。

　
そ
の
他
、
ち
り
め
ん
街

道
を
通
る
10
ｋ
ｍ
の
部
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
用
の
３・
５

ｋ
ｍ
の
部
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

７
月
29
日
（
金
）
当
日
消

印
有
効
で
す
。
ま
た
は
直

接
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
与
謝
野
町
教
育
委
員

会
内
）
☎
４
３・９
０
２
６

問 社会教育課 ☎ 43-9026

「第５回与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会」ならびに
「第５回平成Ｂｕｓｏｎ俳句大賞」作品募集

２
種
類
の
事
前
投
句
作

品
を
受
け
付
け
ま
す

　
与
謝
野
町
ゆ
か
り
の
蕪
村
の

生
誕
３
０
０
年
を
迎
え
る
本
年

に
、
第
五
回
と
な
る
与
謝
蕪
村

顕
彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会
を
行

い
ま
す
。

【
事
前
投
句
応
募
受
付
期
間
】

６
月
20
日（
月
）～
８
月
19
日（
金
）

締
め
切
り
は
「
ハ・イ・ク
」
の
日

当
日
消
印
有
効

【
応
募
規
定
】

●
事
前
投
句　

左
記
２
種
類
に
応
募
可
能

①
自
由
題
の
部

三
句
一
組
で
一
人
一
組
限
り

②
前
書
俳
句
の
部

20
字
以
内
の
前
書
つ
き
の
俳
句
、

一
人
一
句
限
り

①
の
み
、
②
の
み
、
①
②
双
方

へ
の
応
募
可
能

●
当
日
投
句

一
人
一
句
に
限
る

※
事
前
・
当
日
投
句
と
も
未
発

　
表
作
品
で
あ
る
こ
と

【
応
募
料
】

■
事
前
投
句　
一
人
当
た
り
千
円

■
当
日
投
句　
無
料

【
選　
者
】

■
自
由
題
の
部

　
稲い

な
畑は
た　

廣こ
う

太た

郎ろ
う

氏

　
山や

ま
だ田　

佳よ
し
の乃

氏

　
　
　

■
前
書
俳
句
の
部

　
茨い

ば
ら
き木　

和か
ず

生お

氏

　
大お

お
石い
し　

悦え
つ

子こ

氏

[

俳
句
大
会]

【
日
時
・
場
所
】

11
月
27
日
（
日
）
知
遊
館

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

江
山
文
庫

〒
６
２
９
・
２
４
２
１　

与
謝
野
町
字
金
屋
１
６
８
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
４
３
・
２
１
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
３
・
２
１
７
１

平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句

大
賞

　
与
謝
野
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
の
俳
句
作
品
を
募
集
し
、

11
月
27
日
の
俳
句
大
会
で
入
賞

作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

　
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蕪村生誕３００年記念 与謝野町合併10周年
記念事業

与謝野町合併 10周年
記念事業

　
宮
津
与
謝
地
域
（
宮
津
市
、
伊

根
町
、
与
謝
野
町
）
の
新
ご
み
処

理
施
設
に
つ
い
て
、
宮
津
与
謝
環

境
組
合
で
進
め
て
き
た
公
設
民

営
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
）
方
式
に
よ
る
民
間

事
業
者
を
決
定
し
、
４
月
22

日
（
金
）
開
催
の
宮
津
与
謝

環
境
組
合
議
会
の
議
決
を
受

け
て
、
左
記
の
事
業
者
と
本

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
事
業
者

決
定
に
至
る
審
査
結
果
・
審

査
講
評
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
宮
津
与
謝
環
境
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

■
処
理
対
象
物

※本パース図は現段階でのイメージ図であり、 今後の

　実施設計により変更となる可能性があります。

問 住民環境課 ☎ 43-9030
４月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ⑪　ごみについて考える

ご
み
量
の
比
較　

　
平
成
28
年
４
月
の
可
燃
ご

み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）
の
排

出
量
を
、
減
量
の
比
較
対
象

で
あ
る
平
成
26
年
度
の
排
出

量
と
並
べ
て
報
告
し
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
は
、
平
成
26
年

度
と
比
べ
て
少
し
減
量
し
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
減
量

化
取
組
強
化
期
間
で
あ
る
今

年
度
の
減
量
目
標
は
40
％
減

で
あ
り
、
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雑
誌
（
雑
が
み
）

に
つ
い
て
は
、
逆
に
増
加
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

平
成
26
年
度
と
比
べ
、
少
し

減
少
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
い

た
紙
類
を
雑
誌
と
同
じ
よ
う

に
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
可
燃
ご

み
の
減
量
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配

付
し
て
お
り
ま
す
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

8,000

雑誌（雑がみ）排出量

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

9,000 8,310 8,110

（kg）

Ｈ 26

 年度

Ｈ 28

 年度

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

450,000

（kg）

Ｈ 28

 年度

Ｈ 26

 年度

可燃ごみ排出量

目標値

400,000

417,590 415,370

250,550

ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、
紙
製
容
器
包
装
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
、
有
害
ご
み

■
処
理
方
式

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄
物
処

理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
＋
メ
タ

ン
ガ
ス
化
施
設
）
お
よ
び
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設

■
処
理
能
力

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄
物
処

理
施
設

　
ご
み
焼
却
施
設
（
全
連
続
燃
焼

式
焼
却
炉
）
：
30
ト
ン
／
24
ｈ

メ
タ
ン
ガ
ス
化
施
設
（
乾
式
メ
タ

ン
発
酵
）
２
０・６
ト
ン
／
24
ｈ

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

施
設
：
約
15
ト
ン
／
５
ｈ

　　　　　　契約の概要
１．基本契約

■契約の目的　（仮称）宮津与謝広域ごみ処理施設整

　備及び運営事業　基本契約

■契約の内容　 「建設工事請負契約」と「運営業務委

　託契約」の基本事項を定める。

■契約の方法　公募型プロポーザル方式による随意契

　約

■契約の相手方：（構成企業（代表企業））株式会社タ

　クマ　（構成企業）金下建設株式会社、株式会社タ

　クマテクノス

２．建設工事請負契約

■契約の目的　（仮称）宮津与謝広域ごみ処理施設整

　備・運営事業 建設工事

■契約の方法　公募型プロポーザル方式による随意契約

■契約の金額　91 億 2,060 万円（消費税込）

■契約の相手方　タクマ・金下特定建設共同企業体

■工事期間：平成 28 年４月 22 日から平成 31 年７月

　31 日まで　ただし、平成 31 年３月末までに処理対

　象廃棄物の全量の受入れ開始予定

３．運営業務委託契約

■契約の目的　（仮称）宮津与謝広域ごみ処理施設整

　備・運営事業 運営業務

■契約の方法　公募型プロポーザル方式による随意契

　約

■契約の金額　110 億 5,920 万円（消費税込）

■契約の相手方：タクマ・タクマテクノス特定運営共 

　同企業体

■委託期間　平成 31 年８月１日から平成 51 年３月　

31 日までの約 20 年間

　
可
燃
ご
み
、
可
燃
残
さ
（
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
か

ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
性
破
砕
残

さ
）、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、
大
型

ご
み
、
び
ん
、
か
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

町
内
24
区
の
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

【
加
悦
地
域
】

　
算
所
区
長　
　
細ほ
そ

井い　
正ま
さ

樹き

　
加
悦
奥
区
長　
細ほ
そ
井い　
利と
し
彦ひ
こ

　
加
悦
区
長　
　
堀ほ
り
え江　

弘ひ
ろ
ひ
こ彦

　
後
野
区
長　
　
今い
ま
い井　

信の
ぶ
お夫

  

区
長
連
絡
協
議
会
長

　
与
謝
区
長　
　
西に
し
原は
ら　

宏
ひ
ろ
し

　
滝
区
長　
　
　
小こ
に
し　

政ま
さ
み美

　
金
屋
区
長　
　
森も
り
垣が
き　

博ひ
ろ
和か
ず

　
温
江
区
長　
　
細ほ
そ
み見　
義よ
し
お男

　
明
石
区
長　
　
渋し
ぶ

谷た
に　

周
し
ゅ
う

一い
ち

　
香
河
区
長　
　
有あ
り
松ま
つ　

孝た
か
雄お

【
岩
滝
地
域
】

　
石
田
区
長　
　
橋は
し
も
と本　
孝た
か
し志

　
弓
木
区
長　
　
植う
え
ま
つ松　
伸し
ん
ぱ
ち八

　
立
町
区
長　
　
吉よ
し
お
か岡　

篤あ
つ
し

　
浜
町
区
長　
　
黄お
お
ま
え前　
敬け
い
ぞ
う三

　
藪
後
区
長　
　
田た

中な
か　
良よ
し
典の
り　

　
東
町
区
長　
　
大お
お
し
た下　

修お
さ
む

  

区
長
連
絡
協
議
会
職
務
代
理
者
副
会
長

　
男
山
区
長　
　
上う
え

田だ　
章あ
き

雄お

【
野
田
川
地
域
】

　
三
河
内
区
長　
寺て
ら
し
ま島　
節せ
つ
郎ろ
う

　
岩
屋
区
長　
　
川か
わ

勝か
つ

原げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
幾
地
区
長　
　
白し
ら
す
ぎ杉　

直な
お

久ひ
さ

　
四
辻
区
長　
　
吉よ
し
岡お
か　
清き
よ
行ゆ
き

　
上
山
田
区
長　
小お

長ば

谷せ

啓け
い

介す
け

  

区
長
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
下
山
田
区
長　
市い
ち
田だ　
正ま
さ
人と

　
石
川
区
長　
　
井い

田だ　
義よ
し
之ゆ
き



入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 /税抜）

最低制限価格
（千円 /税抜）

落札金額
（千円 /税抜）

落札率
（％） 工事期間

4/27 山手線他交差点詳細設
計業務委託 弓木 15 者 ㈱アズクリエ

イト 7,837 6,850 87.4 H28/5/10
～9/30

4/27 与謝野町水道事業認可
資料等作成業務委託

四辻 
他 7 者

㈱新大阪エンジニ
アリング
福知山事務所

4,629 4,000 86.4 H28/5/11
～11/25

４			月入札結果 問 総務課 ☎ 43-9010

●平成 28 年度のキャッチフレーズ

「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」
 
男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を

発揮できる「男女共同参画社会」を実現するためには、政府や地方公共団体だけ
でなく、国民のみなさん一人ひとりの取り組みが必要です。

私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませ
んか？

男女共同参画週間
■６月 23 日から 29 日は

シリーズ 96

男 女 共 同 参 画

体育施設名 予約先 電話番号 鍵の貸出・返却先等

野田川体育館

中央公民館 43-1157

中央公民館
（夜間等の鍵の返却は中央公民館
にある鍵返却専用ポスト）

野田川グラウンド

野田川テニスコート
野田川地域の小学校
グラウンド ( ナイター )
大江山体育館

加悦地域公民館 43-0335

平日日中　加悦地域公民館
平日夜間
土日祝日
※大江山体育館の鍵の開閉も
ご利用の方でお願いします

大江山グラウンド

大江山テニスコート
加悦地域の小中学校
グラウンド（ナイター）
算所グラウンド

岩滝体育館

岩滝体育館 46-5320 岩滝体育館

岩滝小体育館

城山公園テニスコート

岩滝グラウンド

岩滝ゲートボール場

問 社会教育課 ☎ 43-9026

体育施設の予約窓口等について

体
育
施
設
利
用
の
予
約
は
平
日
～
土
曜
日
の

午
前
８
時
３
０
分
～
午
後
５
時
の
間
に
各
々
の

予
約
先
ま
で
、
利
用
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。（
日
曜
・
祝
日
の
予
約
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
一
週
間
前
か
ら
発
生
し

ま
す
。
小
中
学
校
の
体
育
館・グ
ラ
ウ
ン
ド（
昼

間
）
は
、
直
接
学
校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
岩
屋
小
学
校
の
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
岩
屋
区
事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

加悦庁舎時間外受付

平日・土曜日
8:30 ～ 17:00

平日・土曜日
8:30 ～ 17:00

平日・土曜日
8:30 ～ 17:00

｝

まちのうごき
平成 28 年 4 月末現在

まちのうごき

人　口 22,804 人（＋ 25）

　男　 10,846 人（＋ 1）

　女　 11,958 人（＋24）

世帯数 9,138 戸（＋32）

※括弧内は前月比

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、4 月 16 日から 5 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

訂正とお詫び
広報よさの 5 月号 P.15 掲載の国民健康保険のお知らせで掲載しました「平成 28 年度の国保税率等」の表中に一部誤り
がありましたので、お詫びを申し上げますとともに下記のとおり訂正させていただきます。

平成 28 年度の国保税率等

医療分 支援金分 介護分

税率 引上率 税率 引上率 税率 引上率

所得割 6.30% 据置 2.60% 0.5％↑ 1.70% 据置

資産割 26.20% 据置 13.40% 4.3％↑ 12.20% 3.1％↑

均等割 21,000 円 据置 9,400 円 2,300 円↑

平等割 18,400 円 据置 7,600 円 1,400 円↑ 5,000 円 300 円↑

課税限度額 540,000 円 20,000 円↑ 190,000 円 20,000 円↑ 据置

誤：8,300 円
正：9,400 円

誤：2,300 円↑

正：1,100 円↑

誤：120,000 円
正：160,000 円

みんなとポーズ！

「椿がつなぐ千人さきおり	巡回展示」＊加悦谷高校書道作品も併せて展示されます
● 野田川わーくぱる
　現 在 公 開 中～ 6 月 12 日 ( 日 ) 9 ～ 17 時 [ 月曜休館 ]
● 加悦地域公民館
　6 月 14 日 ( 火 ) ～ 6 月 28 日 ( 火 ) 9 ～ 17 時 [ 月曜休館 ]

【問い合わせ先】
　商工観光課　　☎ 43-9012

問 商工観光課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信⑩

　
こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
第
1

号
の
原
田
美
帆
で
す
。
こ
の

６
月
で
与
謝
野
町
に
移
住
し

て
１
年
に
な
り
ま
す
。
も
う

何
年
も
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い

る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち

で
春
を
迎
え
ま
し
た
。
阿
蘇

海
の
風
を
全
身
で
感
じ
な
が

ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
、
地
域

の
方
と
山
菜
を
採
り
に
行
っ

て
、
大
江
山
が
映
り
込
む
美

し
い
水
田
を
眺
め
て
、、、
毎

日
の
豊
か
な
営
み
を
通
し
て

こ
の
町
が
大
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
２
年
目
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
先
月
号
の
広
報
よ
さ
の

で
も
特
集
が
掲
載
さ
れ
た

「
第
26
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト

与
謝
野
大
会
」
で
は
、
皆
さ

ま
と
織
り
上
げ
た
「
椿
が
つ

な
ぐ
千
人
さ
き
お
り
」
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
展
示
し
ま
し

た
。
来
場
者
に
は
、
町
の
皆

さ
ま
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

作
品
で
あ
る
こ
と
や
図
書
館

バ
ッ
グ
に
な
る
こ
と
を
お
話

し
し
、「
ち
り
め
ん
や
草
木

染
め
が
き
れ
い
だ
な
あ
」「
子

ど
も
た
ち
と
の
取
り
組
み
が

い
い
ね
」
と
い
っ
た
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
記
念
写

真
を
撮
影
さ
れ
る
方
も
多
く
、

与
謝
野
町
の
魅
力
が
伝
わ
る

素
晴
ら
し
い
作
品
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
ご
協
力
者
さ
ま
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
椿
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
は
加

悦
椿
文
化
資
料
館
か
ら
巡
回

展
示
を
開
始
し
、
４
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
「
滝
の
千
年

ツ
バ
キ
ま
つ
り
」
の
来
場
者

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
に
展
示
し
た
知
遊

館
で
は
、
加
悦
谷
高
校
書
道

部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品

も
公
開
さ
れ
、
書
と
工
芸
の

美
が
響
き
あ
う
空
間
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
巡
回
展
示
は
野
田

川
地
域
、
加
悦
地
域
へ
と
続
き

ま
す
。
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

滝の椿エリア担当　原田美帆

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

15　広報よさの  JUNE2016 1415　広報よさの  JUNE2016 14
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お知らせ版 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

17　広報よさの  JUNE2016 1617　広報よさの  JUNE2016 16

【
企
画
財
政
課
】

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
住
民
の
方
と
意
見
交
換
等
交
流
の
場

と
し
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ど
こ
で

も
町
長
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

ど
こ
で
も
町
長
室
を
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
と
し
、
き
た
ん
の
な

い
意
見
を
皆
さ
ま
か
ら
聞
く
場
と
し
ま
す
。

日
時　
６
月
28
日
（
火
）
正
午
～
午
後

１
時
30
分　

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る　
第
一
会
議
室

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

参
加
方
法　
毎
月
広
報
よ
さ
の
に
、
開

催
場
所
、テ
ー
マ
を
掲
載
し
ま
す
。テ
ー

マ
に
興
味
、
意
見
を
持
っ
て
い
る
方
、

団
体
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
企
画
財
政
課
ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
原
則
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

す
る
方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人　

お
お
む
ね
10
名
前
後　
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
。

参
加
費　
無
料

※
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
弁
当

の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他　
要
望
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申 

６
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

問 

企
画
財
政
課

☎
４
３・９
０
１
５

 kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp

【
議
会
事
務
局
】

６
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

一
般
質
問　
６
月
13
日
（
月
）・
14
日

（
火
）・
15
日
（
水
）

議
案
審
議 　
６
月
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
） 

時
間　
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
加
悦
庁
舎　
議
場

【
子
育
て
応
援
課
】

「
親
子
・
家
族
・
支
援
者
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
、
喜
び
、
苦

労
話
な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
、
楽
し
く

子
育
て
す
る
た
め
に
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

●
６
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮　
１
階

対
象　
京
都
府
北
部
の
自
閉
症
児
及
び

自
閉
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
・

家
族
及
び
支
援
関
係
者

申 

参
加
希
望
者
は
当
日
に
直
接
会
場

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
丹
後
の
自
閉
症
児

を
育
て
る
会　
岩
渕　
祐
子

☎
０
８
０・１
４
１
４・２
７
６
６

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
プ
レ
マ
マca

fe 

を
開
催
し
ま
す

　

自
分
の
体
の
こ
と
、
お
腹
の
子
ど
も

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
こ
と
な

ど
、
ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

来
る
時
間
、
帰
る
時
間
は
自
由
で
す
。

　
６
月
17
日
は
図
書
館
司
書
に
よ
る
妊

婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
オ
ス
ス
メ
本

の
紹
介
日
で
す
。

対
象　
妊
婦
、
ご
家
族
の
方

場
所　
野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

６
月
～
８
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。
６
月
17
日
、
７
月
８
日
、
22
日
、

８
月
５
日
、
19
日　
　
全
て
金
曜
日

【
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
】

故
障
時
に
お
け
る
経
費
等
の
ご

負
担
に
つ
い
て

　
有
線
テ
レ
ビ
（
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
）

の
故
障
時
に
電
気
店
に
作
業
等
を
依
頼

さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
一
定
の

料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
壁
面
の
Ｏ
Ｎ
Ｕ

や
Ｏ
Ｎ
Ｕ
ま
で
の
光
引
込
線
等
の
不
良

に
つ
い
て
は
町
が
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

【
加
入
の
お
願
い
】

　
有
線
テ
レ
ビ
で
は
、
新
規
加
入
料
・

工
事
負
担
金
お
よ
び
Ｆ
Ｍ
告
知
機
の
設

置（
標
準
工
事
分
）を
町
の
負
担
で
行
っ

て
い
ま
す
。
防
災
面
か
ら
も
一
家
に
一

台
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
入
さ

れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
加
入
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ　
　
　
　

☎
４
３・９
０
２
８

【
商
工
観
光
課
】

平
成
28
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
に
つ
い
て

　
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は
、
本
年

は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日
（
土
日

祝
は
除
く
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
子
申
請
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

問 

京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

☎
０
７
５・２
４
１・３
２
１
３

【
住
民
環
境
課
】

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に

係
る
本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

　
与
謝
野
町
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
の

不
正
取
得
を
防
止
す
る
た
め
、
代
理
人

や
第
三
者
が
証
明
書
を
取
得
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
そ
の
交
付
の
事

実
を
お
知
ら
せ
す
る
「
第
三
者
交
付
に

係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
６
月
10
日
発
行
広
報
チ

ラ
シ
「
住
民
票
の
写
し
等
の
『
事
前
登

録
型
本
人
通
知
制
度
』
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
環
境
課 

☎
４
３・９
０
３
０

今
、
思
い
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
こ
こ
ろ
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
本
人
モ
ー
ド
の
ほ
か
、

家
族
モ
ー
ド
、
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド
、

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド
、
ス
ト

レ
ス
対
処
タ
イ
プ
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
結
果
と
合
わ
せ
て
、
相
談
機

関
の
情
報
も
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
心

の
疲
れ
や
不
調
を
感
じ
る
方
は
お
気
軽

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
よ
り
利
用
も
可
能

で
す
。

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

https://fishbowlindex.jp/yosano/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

手
続
き
に
つ
い
て　

「
個
人
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

カ
ー

ド
」
交
付
手
続
に
は
、
お
１
人
約
30
分

か
か
り
、
窓
口
が
混
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
付
申
請
い
た
だ

い
て
い
る
方
へ
は
、
順
番
に
お
受
取
り

の
ご
案
内
（
交
付
通
知
書
）
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
。

申
請
さ
れ
て
か
ら
長
く
お
待
ち
い
た

だ
い
て
い
る
方
へ
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
交
付
通
知
書
を
お
届
け

す
る
ま
で
あ
と
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

住
民
環
境
課　
☎
４
３・９
０
３
０

【
税
務
課
】

豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
（
森

林
環
境
税
）
が
導
入
さ
れ
ま
す

　
京
都
府
の
取
り
組
み
と
し
て
、
森
林

問

た
っ
て
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
「
豊
か
な

森
を
育
て
る
府
民
税
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

①
納
め
る
方　

○
府
内
に
住
所
が
あ
る
方

○
府
内
に
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
等
を
有
す
る
方

た
だ
し
、
次
の
方
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た

は
寡
夫
で
、
前
年
の
合
計
所
得
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
方

・
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
市
町
村
の

条
例
で
定
め
る
金
額
以
下
の
方

②
納
め
る
金
額　
税
額
（
年
）
６
０
０
円

③
納
税
の
方
法　
個
人
の
府
民
税
均
等

割
に
上
乗
せ
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

京
都
府
農
林
水
産
部
林
務
課　

☎
０
７
５・４
１
４・５
０
１
６

税
務
課　
☎
４
３・９
０
２
０

農
林
課　
☎
４
３・９
０
２
３

【
保
健
課
】

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
申
し

込
み
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

受
け
付
け
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
６
月
27
日
（
月
）
午
後
５

時
ま
で
。

申 

今
年
度
の
「
健
診
申
込
書
」（
４
月

末
ま
で
に
配
布
）
を
本
庁
舎
・
野
田
川

庁
舎
の
住
民
係
、
ま
た
は
、
加
悦
庁
舎

保
健
課
へ
。

そ
の
他　
女
性
20
歳
以
上
・
男
性
39
歳

以
上
（
与
謝
野
町
国
保
の
方
は
30
歳
以

上
）
の
方
で
転
入
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

健
診
申
込
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
申
込

書
を
発
行
し
ま
す
の
で
保
健
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
課　
☎
４
３・９
０
２
２

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春
か
ら
秋

に
か
け
て
、
農
作
業
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
、
森
林
や
草
む
ら
な
ど
に
入
る
場
合

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

症
状　
咬
ま
れ
て
数
日
か
ら
数
週
間
の

潜
伏
期
間
を
経
て
、
発
熱
、
発
疹
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
現
し
、
重
症
や

死
亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防　
野
外
活
動
を
行
う
時
は
、
肌
の

露
出
を
少
な
く
し
、
野
外
か
ら
戻
っ
た

ら
衣
類
の
表
面
や
体
に
、
マ
ダ
ニ
が
つ

い
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
咬
ま
れ
た
ら

　
咬
ん
で
い
る
ダ
ニ
を
見
つ
け
た
ら
無

理
に
取
ろ
う
と
せ
ず
、
す
ぐ
に
病
院
で

処
置
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
マ
ダ
ニ

等
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱
等
の
症
状
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
、
そ
の
際
は
咬
ま
れ
た
こ

と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
府
民
公
開
講
座

日
時
・
場
所　
６
月
26
日
（
日
）
午
後

２
時
～
４
時 

知
遊
館

内
容　
①
「
た
ば
こ
と
肺
が
ん
～
い
つ

の
間
に
か
、
む
し
ば
ま
れ
て
ま
す
～
」

講
師　
医
学
部
教
授　
岩
﨑　
吉
伸

内
容　
②「
慢
性
腎
臓
病
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

講
師　
腎
臓
内
科
副
医
長　
石
田　
良

申
込
期
限　
６
月
24
日
（
金
）
ま
で

申 

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
で
左
記
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー　
教
育
研
究
推
進
室

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
６・３
３
７
１

メ
ー
ル　

idai-hic-kyoken@
m

ail.
pref.kyoto.jp

【
防
災
安
全
課
】

与
謝
野
町
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す

日
時　
７
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

訓
練
想
定　
洪
水
・
土
砂
災
害

訓
練
内
容

住
民
避
難
行
動
訓
練　

午
前
9
時
、
避
難
準
備
情
報
発
表
（
サ

イ
レ
ン
・
町
内
放
送
）
を
受
け
、
避
難

行
動
の
準
備
を
開
始
。
午
前
9
時
15
分

避
難
勧
告
の
発
表
う
け
避
難
行
動
を
開

始
。
午
前
9
時
30
分
、
隣
組
長
に
よ
る

安
否
確
認
と
区
へ
の
報
告

【
税
務
・
保
健
・
福
祉
課
】

６
月
30
日
（
木
）
は
、
町
府
民

税
（
第
１
期
）・
国
民
健
康
保
険

税
（
第
１
期
）・
介
護
保
険
料
（
第

１
期
）
の
納
期
限
で
す

　
６
月
20
日
頃
ま
で
に
町
府
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
に

係
る
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期
を

過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
納
税
に
は
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
税
相
談
窓
口

※
納
期
を
過
ぎ
た
町
税
の
納
付
相
談
窓
口

京
都
地
方
税
機
構　
丹
後
地
方
事
務
所

京
丹
後
市
役
所
大
宮
庁
舎
３
階

☎
０
７
７
２・６
８・１
０
４
１

【
教
育
委
員
会
】

ち
り
め
ん
生
地
で
「
き
ん
ぎ
ょ

の
お
手
玉
」
手
作
り
教
室

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
金
魚
で
涼
し
さ
を
演

出
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時　
６
月
23
日
（
木
）、
７
月
２
日

（
土
）、７
月
７
日（
木
）、７
月
10
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
～

参
加
費　
お
一
人
様
９
０
０
円
（
入
館

料
と
材
料
費
を
含
み
ま
す
。）

定
員　
各
日
10
名
ず
つ

申 

旧
尾
藤
家
住
宅 

☎
４
３・１
１
６
６

※
駐
車
は
、
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
ま
た
は

加
悦
庁
舎
の
駐
車
場
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

大
正
琴
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　
琴
修
会 

京
都
真
琴
会
で
は
、「
大
正

琴
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
ア
ミ
テ
ィ
ー
丹
後
（
入
場
料
無
料
）

問 
堀　
真
弓

☎
０
７
７
２・６
４・４
４
３
７

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
推
進
事
業
【
第

３
回
講
座
】
の
お
知
ら
せ

　
次
の
講
座
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。　

テ
ー
マ　

世
界
か
ら
見
た
日
本
の
農
村

の
す
が
た

講
師　
河
村 

能
夫
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

日
時　
６
月
18
日
（
土
）　
午
後
１
時
30
分

場
所　
知
遊
館　
研
修
室
（
無
料
）

問 

社
会
教
育
課　
４
３・９
０
２
６

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
初
心
者

教
室
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
家

族
、
ご
近
所
の
人
た
ち
と
楽
し
む
機
会

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

日
時　
６
月
28
日
～
７
月
26
日

（
毎
週
火
曜
午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分
）

場　
所　
三
河
内
小
学
校
体
育
館

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
、
在
勤
の
社
会
人

参
加
料　
５
０
０
円

受
付
期
間　
６
月
25
日
ま
で

問　
与
謝
野
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

☎
０
９
０
・
６
２
０
６
・
８
５
２
０ 

ま
た
は

　
　
　
　
　
０
９
０
・
７
３
４
２
・
５
２
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
２
・
１
０
２
３ 

ま
た
は　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
・
７
３
０
９

申

問

問

問

問

問

問

申

の
持
つ
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源
か
ん

養
と
い
っ
た
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
機
能
を
将
来
に
わ

申

問

´

申問

問

問

問

申
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町政懇談会の日程をお知らせします
●皆様の声をお聞かせください！
　今年は各地区 24 会場で町政懇談会を開催します。今年度は、「町政全般」をテーマとし、平
成 28 年度当初予算の概要を説明し、皆様の意見を聞かせていただく形ですすめてまいります。

●時間はすべて午後 7時 30 分からです
町政懇談会の資料は５月 10 日発行『広報よさの特別号』を使用します。
お住まいの地域以外の会場での町政懇談会に参加していただくことも可能です。
〔保育ルーム（事前受付制）〕
お子様連れでご来場いただけるように「保育ルーム」を設置します。事前に受け付けさせてい
ただきますので、各会場開催日の７日前までにお申し込みください。
申し込み先　企画財政課 43-9015

積極的なご参加をお待ちしています！

野
田
川
地
域

6 月 21 日 ( 火 ) 三河内区 三河内地区公民館

6 月 22 日 ( 水 ) 岩屋区 岩屋地区公民館

6 月 24 日 ( 金 ) 幾地区 幾地地区公民館

6 月 27 日 ( 月 ) 四辻区 四辻地区公民館

6 月 28 日 ( 火 ) 上山田区 上山田地区公民館

6 月 30 日 ( 木 ) 下山田区 下山田地区公民館

7 月 1 日 ( 金 ) 石川区 石川農構センター

加
悦
地
域

7 月 4 日 ( 月 ) 算所区 算所会館

7 月 5 日 ( 火 ) 加悦奥区 加悦奥地区公民館

7 月 6 日 ( 水 ) 加悦区 加悦地区公民館

7 月 8 日 ( 金 ) 後野区 後野地区公民館

7 月 11 日 ( 月 ) 与謝区 与謝地区公民館

7 月 13 日 ( 水 ) 滝　区 滝地区公民館

7 月 19 日 ( 火 ) 明石区 明石地区公民館 

7 月 20 日 ( 水 ) 金屋区 金屋地区公民館

7 月 21 日 ( 木 ) 温江区 温江地区公民館

7 月 22 日 ( 金 ) 香河区 香河地区公民館

岩
滝
地
域

7 月 25 日 ( 月 ) 石田区 石田地区公民館

7 月 27 日 ( 水 ) 弓木区 弓木地区公民館

8 月 1 日 ( 月 ) 立町区 立町会館

8 月 2 日 ( 火 ) 浜町区 浜町会館

8 月 3 日 ( 水 ) 藪後区 藪後集会所

8 月 5 日 ( 金 ) 東町区 東町会館

8 月 8 日 ( 月 ) 男山区 男山地区公民館




